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・現在、41,894個のトラップが稼働中。
・全トラップ、2週間に1度の頻度で点検できる

ように、約25人体制で対応中
・アノール捕獲数は、8,621個体（6/5時点）











アノール検出

・整理したシナリオ③（Ｂライン以北に、飛び地的に検出された場合）に該当。
・今後、以下の点の方向性について検討、対策の実施を進める。

兄島グリーンアノール対策（現状の評価と今後の対応）

Ｃライン
Ｃライン

Ｃライン

◆Ｃライン
・分布域拡大に備えた昆虫生息

地を保全する
・弟島への侵入リスクを低減する
ための柵の設置について検討

◆南部高密度帯
捕獲作業による
低密度化の継続

◆囲い込み柵
・希少昆虫保全のための

柵の設置についての検討

◆広域のセンサス
全体的な分布の有無を確認する
ための広域的なセンサスを強化

◆Ｂライン
南部高密度帯を拡散
抑制するラインとし
て、残り区間を施工



兄島グリーンアノール対策（今後の予定）

Bラインの一部区間
（H25年度工事の残り区間）
L＝約2.1km（全長2.9km）

(＊１)Aライン（全長約1.4km）の一部
区間については、関係機関・団体の協働
のもと、緊急対策として約850mは施工
済み。またBライン (全長2.9km)の一部
区間（856m）はH25に施工済み

(＊２)グリーンアノールは、Aラインの
南側に多く分布している。また、Bライ
ンの北側にも一部確認されている。本工
事は、アノールの高密度帯の北側への拡
散を抑えるとともに、薄く分布している
アノールを効果的に検出し、捕獲を効率
的に進めるためのもの。資材の運搬は、洲崎から

ヘリコプターにより行う


